
地域の縁側活動推進事業

１ 目的

「地域の縁側づくり」の推進は、地域住民が気兼ねなく交流できる場に参加し、

各世代間における地域での生活相談等を通じて、閉じこもり予防、健康づくり及び

生きがいづくり等を行うことによって、元気で幸せな暮らしを共に支え合う地域を

形成していくことを目的とする。

２ 地域の縁側として申請する際の条件

(1) 地域・公共の利益のために活動する市民団体であること。
(2) 地域住民が、年齢・障害の有無・国籍等に関係なく立ち寄ることのできる場で
あること。

(3) その活動を広く区民に知らせることに努めていること。
(4) 政治活動・宗教活動を目的としたものでないこと。
(5) 少なくとも月１回以上の活動であること。
(6) 川崎区役所保健福祉センター地域ケア推進担当が開催する「地域の縁側連絡会」
に参加すること。

(7) 営利を目的としないこと。
(8) 公序良俗に反しない団体であること。

３ 実施内容の方向性

(1) 川崎区地域福祉計画の趣旨に沿ったものであること。
(2) 人と人がつながり、地域の中に安心・安全なネットワークを築き、地域福祉を
推進していくものであること。

(3) 住民による地域福祉のまちづくりに貢献するものであること。
(4) 行政、社会福祉協議会、町内会・自治会、民生委員児童委員及び地域福祉関係
団体等との協働を視野に入れたものであること。

４ 行政の役割

主体的な活動に対する専門的な助言と技術的な援助及び相互交流のための支援

を行うほか、地域の縁側団体と協働し、次の内容を行う。

(1) 地域交流の場づくり
(2) 地域住民の健康保持、増進等の振興
(3) 保健福祉関連事業の普及啓発
(4) 縁側活動の周知、活性化及び縁側活動への参加の促進
(5) その他本事業として適当と認められるもの

５ その他

  平成 30年度予算は 321千円。世田谷区で実施している「地域共生のいえ」と同
様に、登録団体への資金支援は行っておらず、団体の地域貢献に対する思いを重視

している。
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